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わか国の黒鉱(式)鉱床について

③

はじめに

全国の地学ファンの皆さん明けましておめでとうご

ざいます.昨年黒鉱々床の①および②で(121号および

124号)定義および分布･成因論の解説などを読んでいた

だきましたカミ今回は①(121号)で､ほぼ同一層準に胚

胎する見透しカミたっています"と少しふれておきまし

た胚胎属準についてお話します.またこのことに密接

に関連ナる鉱床生成前後の火成活動についても少しふれ

るつもりです.この問題はたとえば､黒鉱々床はこ

れこれの時代の地層に胚胎する"などという表面的な

ことをお話してもさっぱり意味がありません.できれ

ばミクリｰン･タフ地向斜の発生から解体という事件の

どの位置を占めて生成されているか"というあたりまで

掘り下げてみたいと考えています.ところがそうしま

すと必然的に地向斜の形成･発展･地背斜･解体の詳

細について深入りせざるを得たいわけですが黒鉱々

床の各項目全体のバランスの問題もあり困っていました.

ところカミまったく幸いにも地質部の大沢機さんが最近

この紙上でミクリｰン･タフについて"ご紹介すること

に狂りました.大沢さんはもう10年以上もグリｰン･

タフの上を地下足袋で歩き回り関係した地質図幅も優

に10枚を越すのでは狂いかと思われるベテランです二

者さん大沢さんのグリｰンタフ読本に期待して下さい.

そのようなわけですから私はその詳細については大沢さ

んにおまかせすることにしてこの解説記事の最後に予

定している､グリｰン･タフ構造発達史からみた黒鉱

々床の成因"という項に必要な程度をお話することにし

たいと思います.

いま私の机の上にはたくさんの文献資料といっしょ

に黒鉱々床の121号･124号が開いてありますときど

き読み返しながらこれを書いていますが脱線･余談が

多いのに自分ながらあきれかつ皆さんに申し訳ないと思

いました.それですからたとえばこれを読んでいただ

いている一人の別所文吉先生(在金沢)あたりからいっカ

ミナリが落ちてくるかと恐恐たるものがあります.黒

鉱禽床の成因に関して海底紀おける襲だ固蜜らないブ

ヨブヨのベド減の状態を責冷する考え方淋あり漢すが

私が別所先生のもとへと蒙占の張家町カルガン)目指し

て渡って行った若年の頃がちぷうど談だやわらかいヘ

ドロのような気持を持っていたにちがい匁くその当時

北卓治

っいてしまったクセでいまだに心の支えのようになつ

かしくもいっ怒鳴られるかわから扱いという気持から

抜け切れません.古い地質やさんと一杯やりますと

だれでも必ずそのような話をされ何かの意味でとうて

い頭の上らたい先生･先輩を一人ぐらい持っていたよう

です.時代が変ったといえばそれまでかもしれません

が最近の地質調査所や大学をみていますとものすご

くこわいとか徹底的に他人の世話をするとかいう人

が少なくなっているような気がします.またまた脱線

ですが自分でよく考えてみますと私はこの雑文に引き

ずられて昨年八月以降モノ書きを続けているようです.

4.クリｰン･タフ地向斜の一生

本論に入るまえにグリｰン･タフ研究に関する歴史的

たものを簡単にお話します.このことに関しては私も

124号②で年代表を作りふれたつもりでしたが相当

抜けていてお話になりません.たとえば新しいところ

で1953年に有名狂ミ将棋倒し構造"を発表された東京

教育大学の藤田至則さんが落ちていたりしていました

ですから今度はグリｰン･タフ研究会(1954年)より出さ

れている文献集その他を参照したりしました.

グリｰン･タフの研究を歴史的にみますと1930年前

後まではそれを単衣る緑色の凝灰岩をはさむ地層として

ながめていたようですがその後1930年より1940年にか

けて地質学的特長やその地域性などに注目されだした

ようです.これらの詳細につきましては再版の際年代

表に追加したいと思っています.さてグリｰン･タフ

が本格的に地向斜の観章から論ぜられるようになったの

はやはり私が年代表に書きました1954年～1956年のグリ

ｰン･タフ総合研究の成果がまとまりかけた頃からのよ

うです.この総合研究のねらいは各地に分散していた

グリｰン･タフ研究者を地向斜の歴史の解明という一

つの目標に突合するととにありましたがそれがみごと

に結実してこれ以来各地の基本的な知識が総合されか

つ初めて地向斜地史を編むことができるようになりまし

た.その後この問題の焦点は1960年の地球科学50-

51号における『日本列島の構造発達史とくにグリｰン

･タフ時代を中心として』において集約されておりま

すようにグリｰン･タフ地向斜の発生にさかのぼって

アルプス造山との比較におけるその性格論が中心になっ�
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て現在に至っている状態です(第3･4表参照).東京大

学の山下界さんは､グリｰン･タフに象徴される新

第三紀の運動はバリスカン造山(古生代の終りころの)

･アルプス造山(中生代の終りから新生代にかけて)恋と

と狂らべてとり扱うほどの大きな意味をもつものでそ

の最大の根拠はグリｰ!･タフ地向斜のできかたの特異

性です"と述べられています.ちょっと聞きずてに

できない気になる言葉がでてきましたね.山下さんは

特異性といわれましたがどのように変っているのでし

ょう.この問題はグリｰン･タフ地向斜がどうしてで

きたかというその発生に原因があるようです.では

これからそのお話をすることにしましょう.

発端

東京経済大学の井尻正二先生は以前グリｰン･タフ

地域を多かれてミクリｰン･タフ造山はちょっと変だ

な"と思われだそうです.それは昔から外国の構造地

質学の教科書に地球の上にはクラトｰゲン(すでに造山

運動が終って安定化した場所)と地向斜(不安定な場所

であるということは前にお話しましたね)ができ造

山運動がくり返されるにつれていわぱ同心円的にクラド

代紀世始まりの年代(単位
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一ゲンが広がってゆきそのまわりの地向斜はだんだん

小さくなってきたと書いてあります.その説のとおn

にグリｰン･タフ地向斜ができるとしますとそれは太

平洋側すなわち地質構造区分の上からいう外帯側にのみ

見られるはずです.ところが121号第1図でおわかり

のようにグリｰン･タフ地域はそのほとんどが日本海

側す匁わち内帯側に限って分布していて外国の構造地

質学の教科書どおりには在っていません.

日本についてもう少し具体的にお話しますと地球科

学5ト51号において西南目本新生代研究グルｰプがつぎ

のような点を指摘しています(第9図参照).すなわち

四万十造山は古生代以後アジア大陸が太平洋に向かって

前進的に拡大していった一連の運動の一環であり四万

十造山帯はその前線として新第三紀以前に形成されたも

のです.これに対して新第三紀以降のグリｰン･タフ

造山はすでに固化していた古い陸地の内部に生じた深

い断裂に起因するものと思われます.以上で皆さんに

もよくおわかりいただけたことと思いますがグリｰン

｡タフ地向斜はこれまでの運動の法則のよう荏ものを無

視して新第三紀に入ってから突然できた深い深い割れ

目に端を発しているようです.もっとも井尻先生はこ

師年)れに対して外国の古い教科書に書かれていたこと

○すなわちクラトｰゲンが同心円的に広がるという
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策3表地質年代表(Kulp1961によ'る)

考え方自体を再検討する必要カミあるのかもしれな

50いとも述べておられます.皆さんなにごと

に対してもこれはおかしいのでは住いかとい

iOOう気持をもつことの大切さを教わりましたね.

さてしからぱ深い深い割れ目は河に原因してでき

150たのでしょう.この疑問は非常に大きな問題に

つながっていますがこのことに関して井尻先

200生はミ第三紀における太平洋が陥没のときの割

れ目でほないだろうか"と新しい大きな問題提

250起をされています.少しわき道にそれるようで

すがこの太平洋問題に関しては井尻先生が考え

300られた陥没という説に対してミそれは初めから

まだ大陸になったことのない地域"では狂いの

350かとする反対の説もあります.いずれにして

も太平洋の波をじかに受けているわれわれが解決

400に向かって努力しなければ祖らない問題のようで

す.このことに関しては私もその会員の一人で

萎萎萎'
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策4表標式的な'造山連動(19601｣』下界)�
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第9図中･古生界を中心にしてみた同本列

島の地質精造区分(1960山下界)

あるr地学団体研究会｣において今後10年がかりのテ

ｰマとしてこれに取り組むことになっています.

さて本題にもどりましてグリｰン･タフ地向斜の発

端について簡単にお話しましたがつぎはその形成期よ

り解体期までのいわばグリｰン･タフ構造発達史とで

もいうべきものを具体的にお話しようと思います.そ

の場合121号第1図でおわかリのようにグリｰン｡タ

フの分布が東北日本に圧倒的に優勢でありかつ黒鉱々

床の大半カミそこに集中していますので東北日本を中心

にお話をすすめたいと思います.そしてそのほかの北

海道西南部･西南日本あるいはフォッサマグナに関して

はグリｰン･タフのお話を一応終ってから代表的な

層｡塊状黒鉱々床の周辺の層序を簡単にご紹介する際に

ふれてゆきたいと思っています.グリｰン･タフに関

する調査･研究は121号①でもお話しましたように古

くから多くの人々によっておこなわれていますので文

鰍も非常に数多くありしたがっていろいろと意見･主

張も分かれています.これを皆さんにわかりやすく取

りまとめしかも黒鉱々床との関連性を強調するために

少し無理な点はありましたが第5表のような要領でお

話をすすめたいと思っていますまたこのグリｰン･タ

第5表グリｰン･タ

(時代)

鶏10図東北地方グリｰン･タフの基盤岩分布

(1959北村信)

フ地向斜の段階性は添付した多くの付図でもおわかり

のようにほぼ背陵山脈地域を中心にして東西ですべ

ての事柄が対立的に働いていますのでこの地域性の考

え方を横軸にとってお話してゆきたいと思います.東

北地方各地の層序対比に(第8表)秋田大学の藤岡一男先

生の対比表をおかりしました.藤岡先生は分階基準に

植物･有孔虫･貝の化石を挙げておられますので普段

化石衣どあまりごらんに柱る機会のない皆さんに騒序

とのつながリをもたせながら一目で3種類の化石を見

ていただけるようにそれらの写真をのせました.実は

私も今度はじめて全部についてみたよう衣不勉強ぶりで

す.これらの化石を選んでいただきかつ資料を提供

して下さいましたのは植物化石については当所燃料

部の尾上享さんで有孔虫についてはやばり燃料

部の福田理さん貝化石については地質部の水野

篤行さんです(どうも有難うございました).

グリｰン･タフ地向斜の形成期

順序としてまず基盤(第10図参照)のことを少しお話し

ますが東北地方のグリｰン･タフを永く研究されてい

た東北大学の北村信さんによりますと全般的にみて

フ地向斜の段階性

(おもなできごと)

(･〕解体期･･(鮮新基川一脇本)/脇本末蜘こは埋没期にな1地向斜運動は終止惰碧鋳'議欄鶉

1･〕(㌍鳩工5(鮮新薦ギ中新韮浦)/墾穣鰹纏鵠鵬緒'タフ地向余}し姦陥没酸性火山岩の清
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卵1図A予想慈れ義激北蜀本ジ)鶏1工鰯驚簸カ錐状と深部断裂帯第12図B

基盤堵翻鋤也醜構鐙(燃⑪独{臓剛雪か)

(工夢㈱1ガド昇)

(地質雛遠路幼)

東北地方の施第三系は圭&して粘板岩1チャｰト1輝

緑凝灰岩および石灰岩などの水成岩類(化石により二畳

系とわかっているものと無比肩でv'わゆる古生層とさ

れているものとがあります)とこれらを貫く花陶閃緑岩

.類からなっています.局部的には黒雲母片岩･免肉片岩

･硬砂岩およびホルンフェルスもみられますこれらの

地域的な分布をみますと一般的に水成岩類は北部およ

び南部に多く分布し(とくに北海道酉南部のグリｰン･

タフの基盤は古生層が広く露出しています)中部地域は

(阿武隈山脈一山形県の朝日嶽あるいは新庄盆地～猪

苗代湖間).ほとんどが花開閃緑岩類です(グリｰン･

クフと基盤の関係で最もたいせつなことは後に詳しくで

てきますが基盤の構造がグリｰン･タフの積成盆を大

きく規制していることです.また黒鉱々床についてみ

れば基盤カミ古生層であるか花開閃緑岩類であるかとい

うことは探鉱に直接大きく影響がありますからミ基盤

か"といって軽く思わ扱いてよく読んで下さい)基盤

先第三系には顕著な二つの方向性がありますその一つ

は背陵山脈のよう在NNE～SSWでもう一っはこれ

と斜交するNW～SEの方向です.これらのうち

NW系のものは前者に比較してより顕著にあらわれて

いるといえます.北村さんは青森一秋田県境より福島

一山形二新潟県境までの間にこの方向性の構造を五カ

所ほど強調されていますが同様にこの方向を主張され

た方はほかにもあります.す租わち東京教育大単の大

森昌衛さんは1954年にミ石巻一鳥海山構造帯"とし

て基盤構造と第三系の関係を論じておられますし東北

大学の生出慶司･大沼見助さんたちは1960年にミ相馬丁

鶴岡線(幅20km)および松島一本庄帯(幅40km)"を報

告されています.北村さんはこのNW系の構造形成に

ついてNW～SEの方向性をも

った先第三系の構造的特長が

プ鴛成籔1瓢

合目よりはっきりと浮かび上

がってきたのでは狂いかと考

えておられます先に発端の項

でお話しましたミ深い割れ目"

については1956年に北海道人掌

の湊正雄さんその他により具

体的にミ盛岡一白河線"という

NNE～SSW性のグリｰン･タ

フ形成に関係したものがあげら

れています(第11図参照).グ

リｰン･タフ地向斜に沈降期が

おとずれた場合でも沈降が一様

におこなわれるのではなくて

地塊をなして落ち込んだりしたことが考えられていま

す(第12図B参照).この場合これまで述べましたNN

E～SSW性のものとNW～SE性の断層あるいは深部裂

鐘などが組み合わさって地塊化をおこ潅っているわけで

す､深い割れ目あるいは地塊と地塊の間の断裂帯から

激しい勢いでグリｰンタプカミ噴き出しそしてこの部

分より沈降が始まったわけです.これで基盤あるいは

基盤の構造についてのお話を終りいよいよグリｰン･

タフに入ります.第5表に表現しませんでしたがグ

リｰン･タフ地向斜全体をながめますと中新世(門前

階より北浦階まで)は沈降の時代であり鮮新世(脇本

階～鮪川階)は隆起の時代といわれています(藤岡先

生の層序対比表には北浦･脇本に相当するところに天

然研盾
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第13図東北地方沸1蛙階変質安1｣1措類(プ回ビライト)の分都

(1963藤岡一男)�
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第6表各地域の火1』｣活動(第三紀花筒岩を除く)

徳寺階･笹岡階を使っておられますもちろんその灘

方がよいのですが従来女川～船ハ､～北浦～脇本と呼灘

びならして覚えておられる方が多いので私はあえて灘搬

これを使ってみました).

中㌶簑票瓢膿鴬サか1二灘鮒

㌻∵鴛㍍1農1㌫灘

およびグリｰン･タフの噴出でしょう.第13図でお麗謹

脈がこの当時は一番深い海になっていて

地層が堆積しました.またその両側すなわち現在の燃一

��������楴��慣楴敲����

北上･阿武隈山地および日本海沿岸付近は陸地があったE葛梵嚇三篤ぷ{器､､〔豊〕鎌三;櫨絡澱k擶i8註i,i､､

‡賦二ζ㌶うな簑志簑簑買地ζ鴬観灘騨㌘ト㌦生出慶司)

なことが原因となってグリｰン･タフ地域の地層に東いことは初期のプロピライトの活動に対応する台島～

西の対立が生まれてくるわけです.このようにして形成西黒沢の酸性火山活動(流紋岩)です.これはやや合

された地層をさらに詳しくみますと熔岩や角礫性の岩域にみられる大量な活動でその後に第5表にも書きま

石が大量に集中している部分があったりします.このしたように構造性あるいはカルデラ性小陥没を経て玄武

原因について藤田至則さんは(第12図A参照)前にお話し岩･玄武岩質安山岩の活動をともなっています.この

ました二方向の断裂帯が交った部分にそれが分布するこ期の後半にグリｰン･タフ海域は急激にしかも広い地域

とを解明しておられます.ですからこの断裂帯の交差にわたって拡大したことが化石の研究から裏付けられ

部を離れてゆくにつれて岩相が変化するわけです.こていますがこの原因の一つには急激た沈降をもたらし

のことがいわゆるミクリｰン･タフは横の変化が激しい"た構造運動が考えられここに藤岡先生も指摘されてお

といわれる原因の一つにもなるわけです.この期の入られるように優勢な黒鉱々化作用がみられるわけです.

山活動(第6表参照)としてお話しておかなければ狂らなこの酸性火山活動→構造性･カルデラ性陥没構造ζ黒鉱

11∴等11∵､㌫祉専

1ζ引讐/敏､_､._

令㍉劣､｡翼区盤､

㌧雀㌻薫襟評

2､

節141塁1A東北地万円舳階(中新1蝸』側)姉14図B東北地方台鳥型撒2図A断裂帯と堆積区

の水稜分布(北村･藤岡)フロｰラの分布(1963蜘何一男)(1960藤岡至到)�
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第16図東北地方の中新世岩石区

(1963宮城'男)

々化作用→玄武砦理玄

斌鵠質安{岩の活動な

ど川遠の璃件について

はあとで巌た詳しく

述べます古

グリ欄ン1潔フ地

南斜⑳発展期

形成期後半で海域か

広がったわけですカミ

この期に入ってからは

121号①でグリｰン･

タフのお話をしました

際に油開地質やさん

がつけたニックネｰム

としてミ女川の珪質頁岩･船川の黒色頁岩"というこ

とを書きましたがこの頁岩の堆積を主体とした沈降運

動がみられこの期の特色となっています.グリｰン

･タフ地向斜が形成期より解体期を通じてこのよう

な本格的荏沈降をおこなったのはこの期のみです.

それは場所により異恋りますが最大数1,000mにもお

よぶものです.この期で最も注目しなければなら扱い

ことは多くのグリｰン･タフ研究者によって主張され

かつ認められているところの堆積盆地の移動です.

これは具体的には南東より北酉への移動ですがこれ

に加えて同時に南南西より北北東への傾動運動が北

村信さん･藤田至則さんその他の方々によって解析され

ています.前にお話しました藤岡さんの地層の将棋

倒し構造もこの堆積盆の沈降と移動に支配される堆積

の形式について論晋られたものです(第15図参照).

これについて少しご紹介します.グリｰン･タフ地向

斜全体についてこの将棋倒し構造をあてはめてみます

と決して単調枚構造では狂`く'第15図に示したようた

ものです.すなわち相対的に独立した各盆地はそれ

ぞれ独自の将棋倒し構造をもちながらも同時に地向斜全

体を通してみてもやはり南東から北酉へと将棋倒しを

おこなっているということでこれはまた地層ののび

の方向っまP盆地の方向と直交する方向に倒している

(1960藤間至則)

矢1羽:堆積盆地の

もの狂のです.藤田さんはさ

らにこの堆積の理論によって

地向斜中心部の地下地質につい

ても予想されてv･ます.話が

少し前後しましたがここでさき

ほどお話しました西方への傾動

運動一堆積盆の西方移動という

現象が結果としてどのように

あらわれたかという点について少し具体的にお話しま

すとこの移動一沈降(深化)の影響は単に堆積盆･堆

積物にあらわれるばかりで在く深化の量の規模に比例

して火成活動の質･量にもよくその結果があらわれて

います.

すなわち東方地域に柳･ては台島～西黒沢より引き

続いてこの期の初期より末期まで酸性～中性の火成

活動が(流紋岩･深成岩類･石英安山岩等)主体をなして

みられるに反して堆積盆が移動しなカミらかつ深化し

ていったと考えられている西方地域にはそれに対応

する結果として火成活動の質とその量において東方

との相違カミ大きくあらわれています.すなわちここに

は東方地域においてはきわめて少ない粗粒玄滅岩～

玄武岩類がきわめて大量にしかもこの期のほぼ全期間

を通じてみられるわけです.繰り返しますと構造運

動と火成活動の対応関係が堆積盆の沈降深化の度合

という現象を通じて東方地域と西方地域の対立として

(第16図)よくあらわれているといえましょう.この

粗粒玄武岩～玄武岩類につきましては新潟大学の茅原

一也さんおよび山形大学の今田正さん荏とによってよ

く研究されていますがこれらは大量かつ広区域に分布

しているにもかかわらずその岩質はほぼ均一です.

この生成機構につきまLては前にお話しました環境な

どから沈降にともなう深部裂鐘によってその深さか

ら避入したものであろうと考えられています.さら

にこの期で述べておか恋ければならないことは含油層

の堆積がおこなわれたことです.船川期で堆積は最大

に達しましたがまた一方ではつぎの地背斜期へ移る

よう狂気配も堆積盆がせばめられてゆくという現象

でみえはじめています.

クリ}ン･タフ地向斜の地背斜期

グリｰン･タフに関するものを読みますとよくグリ

ｰン･タフ造山とか地向斜の分化期とかいう言葉に

ぶつかります.それらはみなこの地背斜期に当るもの

といえます.これらの言葉であらまし想像されたこと

でしょうが前期で堆積がその極に達してその後半で

はそろそろあちらこちらで部分的に隆起現牽がみえは�
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じめました.部分隆起というのは前にお話しました

やはり地塊運動ですが沈降にしても隆起にしても断裂

帯を境にした地塊運動が関係するように考えられていま

す.しかしこの期に入りますと東北目本全体すたわ

ちグリｰン･タフ地向斜全体が上昇運動の渦中に入って

いるわけです.形成期で一番深い海として堆積の場で

あったとお話した背陵山脈が最も大きく隆起しはじめま

す.そのために堆積盆は前期よりさらに西方へ押しや

られてしまいましたが全体として上昇隆起しています

のでこの期の堆積物のほとんどは浅海層が多いようです.

またこの期の地層には礫層の発達がいちじるしいことも

隆起現象を説明する材料に在っています.さらにこの

期の古地理図をみますとどなたのをとっても背陵山

脈付近に湖沼地域として点々と堆積盆がみられるぽすぎ

ません.この内陸湖盆付近にこの期の火成活動とし

て石英安山岩が広く分布していますが熔岩の少ないこ

と外来礫(頁岩･花闇岩･変質安山岩･緑色凝灰岩)

を多量にもっことなどを特長としています.また熔

緒凝灰岩を形成していて陸上での噴出であることを物語

っています.この酸性火成活動に引き続いてこのよ

うた地域には陸域･海域をとわず陥没構造が著しく発

達しています.このような陥没構造の分布は東北日

本に限らずやや広域にみられるようですがその形成時

期については中新世最後期すなわち地背斜期の最中に

あたる変動期のようです.またこの構造の形成に引き

続いて玄武岩～玄武岩質安山岩の活動が報告されてい

ます.形成期の項で同じようなことカミありましたね.

グリｰン･タフ地向斜の解体期

この期の海域は前期に比べてもさらに西方へ移動し

内陸にもきわめてわずかの湖盆を残すばかりになって

います.またこの期時に一時全域的に海水準カミ上昇

した事件が知られていますがこのため北上山脈西麓は

潟と枢って海水が入ってきました.この期の後半は

ほとんど全域は陸化していますが新潟地域では最大沈

降量(2,000m+)を示しています.また太平洋側の仙

台でも一時海浸が知られていますが脇本末期にはほと

んど地向斜運動は終っていたとぺえましょう.

以上東北日本におけるグリｰン･タフ地向斜の一生に

ついてきわめて簡単にお言古しましたがこれらの地史の

たかのどの部分に各地の代表的な黒鉱々床は胚胎す

るのでしょうか.

胚胎層準のお話に入るまえに宿題になっていた陥没

構造に少しふれたいと思います.現在代表的な層状黒

鉱々床が第四系の分布する平野の直下あるいはそのす

ぐ周辺に密錐していることはよく知られている事実です.

グリｰン･タフ地向斜の地背斜期でお話しました鮮新世

の陥没構造が日本における第四系の堆積盆を決定して

いることはこれまたよく知られています.そして私

はグリｰン･タフ地向斜の形成期における酸性火成活

動→陥没構造ξ黒鉱々化作用→玄武拷頁岩石の活動な

ど一連の事件が地背斜期のそれと不安定な変動期にお

けるできごとである点ならびに運動の形式に共通性が

みられる点などできわめてよく類似していることを述

べましたがこれら両者の(陥没地の)分布については

もうおわかりのようにほぼ地域的に一致しているよう

です.これらの事実をどのように結びつけて説明した

らよいかと考えていますが皆さんに教えていただきた

いと思っております.

5.黒鉱鉱床の胚胎層準

西南北海道の黒鉱々床から東北～関東(山梨県の宝

鉱床･静岡県の須崎鉱床)および山陰の黒鉱々床まで

(島根県1鰐淵･鵜峠･石見の各鉱床)一応全国各地の

代表的衣28黒鉱々床にっいてそれを胚胎している地

層の層序一覧表を第7表のように作ってみました.

表を作るに当りまして私が一度でも現地を歩いてい

る鉱床の周辺についてはその資料を使いましたがそ

うでないものにつきましてはおもに木下亀城先生の

『本邦の黒鉱々床1944』および『黒鉱研究会資料･同和

鉱業開発部1964』その他を使わせていただきました.

ごらんに狂っていただいておわかりのようにそのほ

とんどが酉黒沢階に入っています.もっともこのこと

は今度私がこの作業を行なってはじめてわかったこ

とではありません.当所の大町北一郎さんが1959年

に『日本の層状金属鉱床討論会』においてすでにその

可能性を発表しておられますしまた1961年にはさら

に日本鉱業協会黒鉱々床研究委員会でも『鉱床を胚胎す

る層序名一覧表』を作って同様の結果を得ております.

ただ当時と最近では黒鉱々床探査に格段の人と費用を

かけておりますので新しい資料がいくつか追加され

ています.たとえば秋田県北部において前回124号

で紹介いたしましたようにものすごい数の試錐がおこ

にわれていてその岩芯を使って層準決定に有効な手段

も進歩してきています.この点につきましては後に

福田理さんより『黒鉱々床と有孔虫化石』と題しまして

黒鉱探査にもまたその成因解明につきましてもため

になるお話がありますからご期待下さい.さてこれ

まで関東･山陰などの黒鉱々床の胚胎層準にっきまし

てはグリｰン･タフの本場である東北地方から離れて

いるせいもありまして何とたく手カミっきませんでした

が私は以下の文献あるいは助言などによりまして�



第7表黒鉱々味付近の層序

ならびに瑞相覧表

下舳!��o�o��o��o�o����o��o��o��o�o����o����������o?�����o����������

胆W����������o�����������o����o����o��o�����oo�����o?�o���o��o�

〃{岬他���������������������������o�������������o��o������

砿旧��日o�日O�回O���p甘�8o��E0��日O旧O�回o���B0��日O�回o��o1�日o�80�回o������回o�日o��IヨOC���的日o��E0��o1�El�p1�o}��o1��o�

'1����������⊥��������������������������������������

��北日抽���下��北�1“砥�北�������北��固�����而俄���主孕���lll���形����蛮���o��山罰�,岡���瓜皿���

}{'､��コ睾流�固筥�苦卸蛙���丑珊��1一北�十和皿�肺･i搬部���小坂��花岡��犬省�固の択��花佑��古乃��上掴��皆町���'lll�厨戸霜���小国��別I伽血工甲��`柵��岨i児�皇�亜的�蜆祠��個畔��垢�児

■■一��｣皿u一���������������������������■山･��`｣����■I^一�������������

�､虻痂�狛茄����������������������������������������巾,'.������

�'■�■■,■,���■���'一�����1■■^�}一����������■���1一■�������■…■��������兼1�''■'���''■��

�･蝸Ill�毒｣呈1'�����凹肝�小州1�������������ム����珊沢����������{事���拍����������

�����������������������������������言1���ll����岨...������

�■o�1^�����'1�����■■���������������一�'.��一����1■���II'���一■����一■�一���

巾��軸�������一���������������������������������������

���㌔��小��小�ト����猟�､�赤�"���������������������������������

�女�吻��������������肥��火��『�1!��Oo��小��瞳�甘��������������������

��ll�������������■一��������������｣圭��'�����������������

�����������������������������色����■��}���火�����考�･l1筥�伽���

����������T一���1111�������､■��������リ��������������������

�����������^■����������.峠����Iγ����旺�����}����������^^����

�����甫���の�������↓��������帖������������',����������ハ¶���

�������������1�����������一'�����毒�����}����岨�����～�^��^{�島�

����������瓦�������^�,���圭����ナ���}���������������聖���^��

�lll��意���������艦�■1}��↓����滝����������������������������'1'�

��.距.'一���叩��澗■■�択��瑞����瑳��沢��.電'一��"}���口5��キ��'峠�り��������������������

�������������一����������������^o�㌻^�1��11��柵���一H���?�������

��".`.�������������������'氏����������������������1��馴���

,π�������■H�����堀内�一'��4��}�■■��■1��I■��������������������������

�酒�ユ}ラ�邊��催��舳...I�虹���⑧�音邊.｡{��止����������������������������������

��������������"�`"�花��f占I“�犬�圃�,1����1l1��肖����保��小��五���屯��干､凸.�何..'.�岨`^�'�����

����"�������ll�11内回3����問����'^'�������������1{������^一,����茎��1��邑�

�鋏���}��､'�氏1i{�ノ�廿�Tl���}⑧1･���僻�"�而}���刊��T一�一�������十��帖��枇���柵����������

�柵�tリ㌦����������理其�1･'}.�“�}�����,�量���������,��■������咄����蝸頂���多�1■�珊�

���湿�¶�]ll�"}��択���山�晒烹��o��施�"�i冊}�葛�����i������������������������

��������������������"�����岨��}�.“���ギ��碇�､�個����}���������

���������������������������������鞘�����Ill��.甘H�rI^^��1�����

���������������������������������������������フ��吋�

�台品�������塀����������������������������������������

��������Ill�������������''■{�����共{.����������������������

世��������������������������犬荒洲��������������i�小^�������

����������������������������������������ム.一'.,�蜆^^������推�

���������������������������

�����������������冊�大������������������������������

�����������������珊�瑞�����������������������������1�^

�赤塙�����������������������������������������������

�基盤�甘��古��古�古��古��背��古生屈��合��古�杳��宙�音���古�古･f���他��信･“'�化���'1I?��窩･佗�{'･'�苗～��苗･'�古･寸.�商��花��佗��

..■､胞搬醐^^｡蛙脇鮎Tl…反拙S一:::砂鼎5･XX蝸咄`搬咄冊11閉･

古古史珊花推樹指or⑧瓜砿丑療E0⑧覆膏鉱麻ψ確化鉱"

第7表のようにまとめてみました『関東地方の地質と

天然ガス鉱床の探鉱と開発への序章福田理1石和岡靖

章石油技術協会誌29巻1号1964年』『酉南目本太

平洋地域水野篤行新生代の研究1957年』.今回

一応あげました資料も今後の調査研究の結果で変るこ

とはもちろん予想されます.しかし私がここでこれ

からお話をしようと考えておりますことは2つある

いは3つの個々の鉱床が酉黒沢階の下部の方に下った

とかあるいは女川階の方に入ったからどうだとかい

うことではありません.私カミここで間題にしたいこと

は全国各地の代表的祖黒鉱々床カミどのよう桂環境を

背景にして生成されているかさらに生成環境において

そこから統一的に読みとれるものカミあるとしたらそれ

ははたしてどのよう狂ことでありその結果から私た

ちはこれから何をやらなければならないのかなどとい

うことにっv'て考えてみようと思いまして作ったわけ

です.ゴタクばかり述べていないで具体的に表を当

ることにしましょう.まず私は個々の鉱体の名前をあ

げてからつぎに基盤カミ古生層であるか古期花闇岩で

あるかその半々が予想されるところにっきましてはミ古

生層十花闇岩"と書きました.このような具合に基盤

について相当時間をかけて考えてみました､それは

きわめて単純に考完てみましてもたと乏ば地塊運動一

つやるにしても古生層と花闇岩では相当に様子カミちが

いそうだからです.また堆積を考えても剥られるも

のがちかうのですから地球化学的にもまた物理的条件

も異なることはじゅうぶん予想されるわけです.つ

ぎに個々の鉱床について古い資料も新しい資料もでき

るかぎりたくさん集めて鉱床を中心にしてそれらを

書き入れてみました.第7表では大きさに薩りがあり

ますから最後にやや単純化したものだけを残して皆

さんにお見せしたわけです.私はっぎの条件にとくに

注意して記入してみました.

棚油血皿拙脳^^按山士■与^o

lw雛い1砧ソ

〔A〕基盤岩の種類(古生層1花簡岩･古生層十花簡岩)

〔B〕鉱床の下盤に酸性火山活動が明瞭にみとめられるもの

(鉱床の下盤といっても直下のみという意味ではなく

やや離れていても確認できるものは同列に扱いました)

〔C〕これをさらに明瞭柱酸性火山岩流(あるいはドｰムでも

よいわけですが)と凝灰岩･凝灰角礫岩とに分けて着

色してみました

〔D〕さらに前2者以外のものから柾っている場合

〔E〕今度は上盤ですがこれは鉱床に近接してやや厚い頁岩

をともなう鉱床

〔F〕同様に鉱床上盤近くに粗粒玄武岩～玄斌岩～玄武岩質安

山岩等をともなう場合

〔G〕それらに対応する鉱床の種類(金属を主とするもの･石

膏を主とする場合･硫化のみの固まりから恋る揚合)

このほかもう少し紬かく条件を分けてみましたカミ全

部を自分が歩いたわけでもないことに思い至りまして

このあたりが妥当と考えてこれらの条件を組み合わせ

て考えてみました.その結果まず最も重要であると

思われましたことは3ないし4つの侃外をのぞきます

と他の全部の鉱床の下盤に酸性火山活動がそ机も顕

薯に認められるということカミわかりました.グリｰ

ン｡タフ地向斜の構造発達史のうえから酉黒沢期がど

のように重要柱ものであったかにっきましては第5表

のとおりです.それは本格的な地向斜す狂わち沈降'

に移ろうとしているきわめて不安定な時期であるとい

うことがいえましょう.しかも黒鉱々床カミ大量に生成

された地域(背陵)では酸性火山活動に引き続いてミ陥

没構造ζ黒鉱鉱化作用"カミあり後に玄武岩質岩石添引

き続いて活動しています.鉱床の上盤における事件と

して〔E)およぴ(F)に注意しましたのはこのような地史

的背景カミあるからでして何か足跡を残していないだろ

うかと思ったわけですミ上盤の頁岩"それも団子のよう

なかたちをして急激にピンチしてしまうような頁岩カミ

操鉱鉱床の上盤に非常に多いのですがζれに対して稿�
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は陥没構造による異状堆積を考えております.またそ

れに引き続いてみられる玄武岩質岩石の活動について

は前にお話しましたグリｰン･タフ地向斜の発展期に

おいて沈降域にみられるミ広域性玄武岩"とその構造

地質学的意義を同一に考えられ住いものでしょうか.

(E)と(F)の答えは第7表より皆さんが読んでみて下さ

い.つぎに基盤が花闇岩があるいは花開岩十古生層

の条件の場合について鉱床の下盤の様子に注意してみ

ますと明瞭な酸性火山岩がみられずに凝灰岩あるいは

凝灰角礫岩である場合が(どちらでも狂い場合も含めて)

ほとんどです.この一致がなにを意味するかにつきま

してはややじゅうぶんに考えたいと思っています.

さらにこの条件に鉱種の要素を加味してみますと基盤

が花陶岩であって鉱床の下盤に明瞭な酸性火山岩を

欠く場合には宿蕎を主体にした鉱床が多いという結

果がでました.

胚胎層準のみお話するつもりでしたが酉黒沢のきわ

めて短い間にすらこれだけの仕事を軽くやってのける

大地は本当に偉大だと思いませんか.私のお話はこれ

で終りますが次回は層状鉱床と脈状鉱床の関連性につ

いてお話します.ではこのへんで前にお約束しまし

､二た福岡さんのお話をお願いすることにしましょう･

黒鉱鉱床と有孔虫化石というと一見無縁なものを並

べたようにみえますが最近小坂鉱山内の岱鉱床の上

盤から数種の有孔虫化石が発見されて以来秋田県北部

付近の黒鉱鉱床に近い層準から有孔虫化石が続々発見

されようやく探鉱関係者が注目するようになりました.

現在これらの化石については関係会社の依頼に応じて

東北大学･秋田大学･石油資源開発KKなどの専門家

によって研究がたされています.最近私は秋岡県北

部で黒鉱鉱床の探鉱状況を観察しましたがその際関係

会社の現地における事業所で既存の資料および一部の

サンプルを検討する機会を得ました.その結果今後

の探鉱を効果的に進める上に貴重と思われる事実を見出

しましたので簡単に紹介したいと思k･ます.

同和松峯鉱床･'目鉱釈迦内鉱床･三菱松峯鉱床などが

発見された大館盆地の北部では第四系の下に不整合に

横たわる新第三系の層序が多数の試錐の結果大局的

に見ると上位より凝灰岩類泥岩凝灰岩類泥岩

凝灰角礫岩類･流紋岩類1泥岩および凝灰岩類となって

いることが知られています.ここでは流紋岩類は連

続性のある大きい岩体だけを示しましたが黒鉱鉱床は

この流紋岩類の上に重なる凝灰角礫岩類の上盤側に発達

し上位の泥岩におおわれています.また下位の泥

粘の下にも相当な厚さの新第三系があるようですがそ

の岩質および基底については現在まったく試料を欠い

ています.有孔虫化石は以.1火述べた3枚の泥岩の

すべてから発見されていますがとくに興味深いのは

三菱松峯鉱床の下位の泥岩よ1)産閉するのもです｡こ

れについて見ると10数種以上に及ぶ有孔虫の半分以

上は重要柾浮遊性有孔虫を含む石灰質有孔魚からなっ

ていて残りがC〃1脇伽燃加州泌磁その他の

C畑㈱"伽属を含む砂質有孔虫です.これらの材

料から判断されるこの泥岩の堆積環境はどちらかとい

えば公海性の暖かい海の児帯(mdbe1t)ですが多少閉

じた形の還元環境の要素も見られます.中でも重要な

のは浮遊性有孔虫のα0ろ0刎α"αCf.力脳であって

これから男鹿半島の酉黒沢層の下部の0μκ〃加α･

"0鰍畑伽帯に対比される泥岩であることがわかりま

した.流紋岩類の上に発達する中位の泥岩は有孔虫化

石に富み現在までは発見されたものの大半はこの泥岩

のものですがこの泥岩からは約20種の有孔虫か知られ

ていてその大部分は重要求浮遊性有孔虫を含む石灰質

有孔虫からなっています.そして砂質有孔虫はわずか

3種にすぎま世ん.石灰質有孔虫の中には明瞭な暖

流の立標となるλ助〃s加g肋α伽肋加が含まれていま

す.これらの材料からこの泥岩の堆積環境は完全

に公海性の暖かい海の外浅海帯(OuterneriticzOne)で

あったと判断されます.中でも重要な浮遊性有孔虫は

G物0"ακαμα吻伽"{であってその右巻き殻と

左巻き殻の比率からこの泥岩の層準は先に述べた

0μκ"伽･伽0馴畑伽帯よりは上位と考えられこの

泥岩も下位の泥岩と同様に暖かい海の堆積物である

ところからこの泥岩までを西黒沢階のものとすること

が妥当であろうと考えます.小坂鉱山内の岱鉱床の上

盤のミ鉄石英"の中から報告されたものもこの中位の

泥岩の層準に近いものと思われますが地質状況から判

断して石灰質有孔虫の大半は溶け去ってしまったもの

と判断されるので堆積環党の的確た判定はできません.

上位の泥岩については資料が不足しておりこれまでに

知られている有孔坦は10種足らずですがその全部が砂

質有孔虫です.とく紀重要なことは女川層から船川

層の下半部にかけて多産する助伽03な桝0{伽θ"α00刎･

力燗8αカミ相当量含まれていることおよびCツ｡1α閉〃舳

加ク0庇αその他のΦ01㈱初刎が多量に含まれている

ことです.これらの材料から判断されるこの泥堵の堆

積環境は閉じた形の海の還元性のところであって深

度については明確なことはいえ裏せんが恐らく200m

前後と思われまた他の地質学的資料も含めて総含的

に判断すれぱこの泥岩の下位の凝灰岩類から女川階に

属するものと考えられます.�
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藤岡教授

今後の探鉱に当たっては

含む坑井内の諸測定を活用するとともに

調査に有孔虫を主とする組織的な微化石の調査を加える

べきであろうと考えます･これまで各関係会社で行た

われてきた微化石の調査は試料の処理方法割こ関して

①東北地方紀おける黒鉱の分布をみるとグリｰン･タフ地域

まちまちのように思われますので早急にこれを統一す

の酉黒沢階に豚脂しているものがたしかに多いがまだ属準

るとともにその結果を適当な機関に集めて総合的たの明確でないものもありそのうちで西黒沢階より上下位層

判断を下し得るような体制の確立されることが望ましいの疑いあるものもある西黒沢の地層は一般に化石にとむの

で扱いやすい

と考えます.

②酉黒沢後期の石英安山岩～流紋岩の活動はたしかに鉱化作用

に関連する

藤岡一男先生は一昨年『第10回全国鉱山探査現場③第三紀完晶岩は主として石英閃緑岩で酉黒沢期の所産とみ

担当者会議』に出席されて特別講演として『グリｰンられるものが多くこれまた鉱床に関連をもっている西黒

沢後期の火成岩は鉱床探査上とくに注意を要する

･タフ地域の地質』とv･うお話をされました.

④女川層は広域斉一岩相を呈し油閏においては重要な肩油母

その要旨は鉱山地質の13巻62号にありますが内容につ層であるが金属鉱山では黒鉱.鉱脈胚胎層の上盤を肢すこ

きましては油徴のようにグリｰン･タフ地域の全般にとカミ多い鉱床探査に当って西黒沢階と女川階の境界を現

わたる先生の豊かなご経験カミにじみ出ておりまして地で定めなければならない際は両岩とも泥岩相の場合は次

の点に注意すべきである女川階の基底は海緑石砂岩であ

私のよう柾鉱床専攻の者には非常に役に立つグリｰン

る場合が多いただし凝灰岩が基底である場合は海緑石砂

･タフ読本と思v'ました･実はこれまで私カミ書きまし岩はないか凝灰岩の上位の泥岩中にある西黒沢階の泥

たグリｰン｡タフ地向斜のお話も先生･井上武先生猪に有孔虫比肩がないということはほとんどない逆に放

･大森昌衛さん･山下界さん･北村信さん･藤岡至則さ撤虫や珪藻の化石が多いのは女川階1二溺する両階を通じて

沈降を続けたところでは両階の間には多くの場合中間帯

ん･松本隆さん･生出慶司さんぽか(卒業年次順)の方々

(30m以下)がある

の書かれたものの切り張りでして石油資源の池辺穣さ⑤金属鉱床生成に関連する火成活動は酸性岩であるといわれ

}､…}{ノているが各時階ごとに流紋岩噴出または貫入

カミあるにもかかわらず特定な活動のみに鉱床

柳冷罵驚箏1

11込七三ゲ麦農瓢鮪器悠㌃墓

…切㌧儀擬鴛蒸の

､一つは西黒沢後期より女川初期にいたる間の本

格的地向斜運動の始まる時期でありこの時期

嚢鰯撃二に浅熱水型鉱床の大都分は生成された毛の1恩

辻われる関連火成清動は長木変質火成岩類の酸

性岩類であるようであるしたがってこの時

期の隆起基盤とその周縁地域が探鉱対象域であ

歎岬榊ド孟瓢ぶア落

秋困地方西黒沢階の措相変化と第ユ欄B秋田油国

層厚変化(1962池辺)ブｰゲｰ異常図(1959池囚)

以上に述べたことで重要な

､点はこの地域の黒鉱鉱床が

公海性の堆積物の問に胚胎す

ると判断されることであり

さらにこれは黒鉱鉱床の賦存

を予想できる地域が広く平野

部に拡大するという可能性を

示すことです.したカミって

物理探査および各種の検層を

コアや掘屑の

ん･地質調査所の福岡理さん･大沢機さん･水野篤行さ

ん･尾｣二享さん柾どの助言を得まして書き上げたわけ

です.本来ですと私としては一番頼りになるはずの谷

正己さんは昭和38年夏より特別研究･金属鉱床密集

地域の広域調査研究における､北秋田探題"にたってし

まいまして顔さえみるのも珍しいくらいに多忙柾もの

ですからしかたありません.藤岡先生の『グリｰン

･タフ地域の地質』をぜひなんども読まれることを皆

様におすすめします.探査関係者のために非常にご

親切に書いていただいてあると思いましたので入手で

きない方もおられるかと考えまして黒鉱探査に関係の

深い部分のみ抜いてのせてみました.�








